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「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医

師
の
会
」（
略
称
「
反
核
医

師
の
会
」）
は
「
す
べ
て
の

人
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い

う
医
師
・
歯
科
医
師
の
社
会

的
責
務
お
よ
び
良
心
か
ら
、

健
康
に
と
っ
て
最
悪
の
敵
で

あ
る
核
戦
争
に
反
対
し
、
核

兵
器
廃
絶
の
実
現
を
め
ざ
し

て
医
師
・
医
学
者
の
声
を
結

集
す
る
。

さ
ら
に
、
被
爆
者
医
療
に

係
わ
っ
て
き
た
日
本
の
医
師

と
し
て
、
再
び
被
爆
者
を
生

み
出
さ
な
い
よ
う
人
々
に
広

く
訴
え
て
い
く
。
核
戦
争
の

背
景
と
な
る
通
常
戦
争
、
小

火
器
や
平
和
問
題
な
ど
に
も

取
り
組
む
」
を
理
念
に
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

一
九
八
七
年
以
降
、
定
期

的
に
「
核
戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。「
会
」

の
活
動
と
し
て
は
こ
の
「
つ

ど
い
」の
定
期
開
催
の
ほ
か
、

I
P
P
N
W
世
界
大
会
へ
の

参
加
、
被
爆

者
医
療
と
原

爆
症
認
定
集

団
訴
訟
支
援

の
運
動
、
会

の
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行
・
普
及
な
ど
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
各
地
の
反

核
医
師
の
会
は
、
二
十
七
都

道
府
県
に
広
が
り
、
協
力
、

共
同
し
た
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
年
は
被
爆
六
十
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
核
兵
器
廃
絶

ど
こ
ろ
か
、
N
P
T
体
制
そ

の
も
の
が
崩
壊
の
危
機
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
被
爆
者
は
高

齢
化
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

政
府
は
被
爆
者
医
療
（
在
外

被
爆
者
を
含
む
）
に
対
し
て

後
ろ
む
き
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
い
ま
、
私
た
ち
の
運
動

が
ま
す
ま
す
重
要
な
意
義
を

も
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
し
た
「
第
十
五

回
つ
ど
い
」
で
は
会
の
性
格

や
運
営
な
ど
を
よ
り
明
確
に

し
た
申
し
合
わ
せ
事
項
を
確

認
し
ま
し
た
（
四
面
参
照
）。

名
称
も
改
め
る
と
と
も
に
、

カ
ン
パ
の
み
を
お
願
い
し
て

の
財
政
運
営
か
ら
、
会
費
制

に
変
え
、
個
人
や
団
体
に
も

改
め
て
入
会
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
方
に
は
会
の
ニ
ュ

ー
ス
（
当
面
年
三
回
発
行
）

や
活
動
報
告
集
な
ど
、
会
か

ら
の
情
報
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

是
非
、
積
極
的
に
参
加
さ

れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お

願
い
た
し
ま
す
。

第
十
六
回
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
in
名
古

屋
が
十
月
二
十
二
日
（
土
）、

二
十
三
日
の
両
日
、
愛
知
県
名

古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
第
一
回
実
行
委
員
会
が

一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
、

全
国
の
会
か
ら
松
井
和
夫
代
表

世
話
人
と
事
務
局
が
参
加
し

た
。「

反
核
医
師
の
つ
ど
い
」
第

一
回
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の

「
つ
ど
い
」
を
中
京
大
学
（
名

古
屋
市
昭
和
区
）
を
会
場
に
開

催
す
る
こ
と
を
地
元
と
し
て
確

認
し
、
左
記
の
通
り
実
行
委
員

会
体
制
を
決
定
し
た
。
今
後
、

具
体
的
な
企
画
内
容
を
検
討
し

て
い
く
が
、
新
た
な
核
兵
器
開

発
や
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散

条
約
）
再
検
討
会
議
を
め
ぐ
る

情
勢
を
見
据
え
、
憲
法
問
題
、

被
爆
六
十
周
年
に
応
え
る
取
り

組
み
な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。（
三
面
に
続
く
）

「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師

の
会
・
愛
知
」
は
一
月
二
十
九

日
（
土
）
午
後
、
核
戦
争
防
止

国
際
医
師
会
議（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）

十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
名
古
屋
で
開
催

第
16
回
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

現
地
実
行
委
員
会
が
発
足
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「核戦争に反対する医師の会」に
ぜひご入会ください

核兵器廃絶へ、被爆60周年を転換の年へ

「核戦争に反対する医師の会」に
ぜひご入会ください

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」

実
行
委
員
会
の
体
制

I
P
P
N
W
北
京
大
会
、北
海
道
つ
ど

い
の
報
告
会
を
開
催

愛
　
知

実
行
委
員
長

堀
場
英
也
反
核
医
師
の
会

愛
知
代
表

副
委
員
長

矢
崎
正
一
愛
知
民
医
連

会
長

事
務
局
長

中
川
武
夫
反
核
医
師
の
会

愛
知
事
務
局
長

世
界
大
会
お
よ
び
反
核
医
師
医

学
者
の
つ
ど
い
（
北
海
道
）
の

報
告
会
を
開
催
し
、
二
十
三
人

が
参
加
し
た
。

●
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
京
大
会

昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
京
大
会
に
は
、
中

川
武
夫
反
核
医
師
の
会
事
務
局

長
と
山
本
節
子
世
話
人
が
代
表

と
し
て
参
加
し
た
。
両
氏
は
、

三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
内
容
を
報
告
し
、

「
医
療
専
門
家
は
核
兵
器
廃
絶

と
戦
争
防
止
に
特
に
責
任
が
あ

る
」
と
い
う
ロ
ナ
ル
ド
・
マ
ッ

コ
イ
大
会
共
同
代
表
の
発
言
を

紹
介
し
た
。

●
第
十
五
回
つ
ど
い
in
北
海
道

十
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
第
十
五
回
「
反
核
医
師
・
医

学
者
の
つ
ど
い
」
に
は
中
川
事

務
局
長
が
参
加
し
た
ほ
か
、
斉

藤
み
ち
子
協
会
理
事
が
分
科
会

「
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
」
の
報
告

者
と
し
て
参
加
。
両
氏
お
よ
び

参
加
し
た
事
務
局
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ピ
ー
ス
・
デ
ポ
代
表
の
梅

林
宏
道
氏
の
記
念
講
演
や
各
分

科
会
の
内
容
を
報
告
し
た
。

23人が参加して開催された「IPPNW北京大会、
北海道つどいの報告会」（１月29日）
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東
京
反
核
医
師
の
会
は
二
月

二
十
六
日（
土
）〇
五
年
定
期
総

会
・
記
念
講
演
を
開
催
し
た
。

医
師
、
医
療
従
事
者
等
十
七

名
が
参
加
し
、
津
島
信
則
代
表

委
員
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

渡
辺
吉
明
代
表
委
員
に
よ
り
総

会
議
事
が
進
行
し
た
。

向
山
新
代
表
委
員
か
ら
核
兵

器
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
、
二

〇
〇
四
年
活
動
報
告
、
二
〇
〇

五
年
の
活
動
計
画
が
提
案
さ
れ

た
。原

爆
裁
判
に
関
っ
て
は
、
医

師
の
意
見
書
の
総
論
部
分
は
完

成
し
た
の
で
、
今
後
は
個
々
の

原
告
の
病
状
に
応
じ
て
当
て
は

め
て
ゆ
く
作
業
を
進
め
て
ゆ
く

こ
と
、
ま
た
民
医
連
の
病
院
や

会
の
医
療
機
関
で
も
原
爆
医
療

取
り
扱
い
の
申
請
を
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
至
急

進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
こ

と
、
原
発
問
題
で
は
各
地
の
原

発
で
動
き
が
あ
る
の
で
こ
ち
ら

も
周
辺
へ
の
放
射
能
の
影
響
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
な

ど
、
現
状
報
告
と
今
後
の
課
題

が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
津
島
信
則
代
表
委
員

か
ら
保
険
医
協
会
の
組
織
率
も

年
々
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
一

割
が
会
の
会
員
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
会
の
組
織
拡
大
に
つ
い

て
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
今
年
度

よ
り
全
国
の
「
つ
ど
い
」
が

「
反
核
医
師
の
会
」
と
名
称
変

更
し
改
め
て
規
約
を
定
め
会
員

制
を
し
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

会
が
全
国
の「
反
核
医
師
の
会
」

に
団
体
加
盟
し
今
後
も
協
力
す

る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
さ
れ

た
。Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

に
代
表
派
遣

ま
た
、
今
年
五
月
に
開
催
さ

れ
る
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
成
功
に

向
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
集
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
京

か
ら
も
百
人
規
模
の
代
表
団
が

派
遣
さ
れ
る
予
定
で
「
東
京
反

核
医
師
の
会
」
か
ら
も
派
遣
さ

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

廃
絶
へ
の
取
り
組
み
は
も
と
よ

り
、
平
和
の
希
求
の
た
め
粘
り

強
い
活
動
に
邁
進
す
る
」と
の
宣

言
で
総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

そ
の
後
、
県
保
険
医
協
会
と

共
催
で
「
こ
れ
で
い
い
の
か
日

本
外
交
〜
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊

派
遣
、日
本
の
針
路
を
問
う
〜
」

と
題
し
て
、
一
般
記
念
講
演
会

を
開
催
し
た
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
『
さ
れ
ば
外
務
省
』

の
著
者
で
前
レ
バ
ノ
ン
特
命
全

権
大
使
・
天
木
直
人
氏
に
講
演

い
た
だ
い
た
。

「
武
器
を
放
棄
す
る
こ
と
こ

そ
、
最
大
の
防
御
で
あ
る
」
と

す
る
氏
の
主
張
に
会
場
よ
り
多

く
の
賛
意
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど

感
動
的
な
講
演
で
あ
っ
た
。
参

加
者
が
五
十
名
と
少
な
か
っ
た

が
感
銘
を
受
け
た
分
、
運
動
の

輪
が
広
が
っ
た
と
確
信
を
持
っ

た
次
第
で
あ
る
。

「
経
常
的
に
継
続
し
た
活
動
」

が
出
来
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

年
一
回
の
一
般
公
開
講
演
会
は
、

設
立
以
来
実
施
し
て
い
る
。
今

年
も
保
険
医
協
会
と
共
催
で
、

被
爆
六
十
周
年
平
和
祈
念
作
品

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
―
１
９

４
５
〜
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜
」

の
上
映
を
予
定
し
て
い
る
。

「
戦
争
を
す
る
国
」
に
さ
せ

な
い
た
め
に
、
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
粘
り
強
く
活
動
し
て
い

き
た
い
。

総
会
・
記
念
講
演
を
開
催東

京
反
核
医
師
の
会

昨
年
十
一
月
二
十
三
日
、
第

十
九
回
核
兵
器
廃
絶
熊
本
県
医

師
の
会
は
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。県

被
団
協
の
谷
口
清
美
会
長

の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
本
年
度

の
活
動
報
告
を
含
め
て
提
案
議

題
を
採
択
。最
後
に「
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
医
師
、
歯
科
医
師

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
核
兵
器

平
和
の
希
求
の
た
め
に

粘
り
強
い
活
動
を
―
―

熊
本
県
医
師
の
会

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

世
話
人
会
役
員
の
異
動
で

は
、
新
た
に
片
倉
和
彦
世
話
人

が
、
運
営
委
員
か
ら
代
表
委
員

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。
津
島
信
則
世
話
人
は
運

営
委
員
と
し
て
会
を
支
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

後
半
は
、
肥
田
舜
太
郎
医
師

に
よ
る
「
放
射
能
の
影
響
、
被

爆
と
今
後
の
運
動
」
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

被
爆
六
〇
周
年
に
あ
た
る

今
年
七
月
の
完
成
を
め
ざ

し
、
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ
・
１
９
４
５
〜
ア
ン
ゼ
ラ

ス
の
鐘
〜
」
の
製
作
が
企
画

さ
れ
、
全
国
で
製
作
支
援
の

運
動
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
地
元
長
崎
で
は
、

広
範
な
団
体
、
市
民
が
参
加

す
る
「
製
作
を
支
援
す
る
ナ

ガ
サ
キ
の
会
」が
結
成
さ
れ
、

ま
た
、
石
川
、
富
山
、
新
潟
、

京
都
や
九
州
各
地
で
も
、
各

県
反
核
医
師
の
会
や
保
険
医

協
会
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

上
映
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

医
師
が
主
人
公
映
画
の
舞

台
は
戦
時
下
の
長
崎
。
原
爆

投
下
後
、
爆
心
地
に
程
近
い

浦
上
第
一
病
院
で
、
医
学
の

可
能
性
と
人
間
の
無
力
さ
を

感
じ
な
が
ら
医
療
活
動
を
行

な
っ
た
医
師
・
秋
月
辰
一
郎

と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
苦
闘

を
、
現
在
の
視
点
も
ま
じ
え

て
描
い
て
い
き
ま
す
。

反
核
医
師
の
会
で
は
、
核

兵
器
廃
絶
と
と
も
に
、
医
師

や
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら
の
献
身

的
な
医
療
活
動
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
の
多
く
の
医
師
、
歯
科
医

師
の
先
生
方
に
、
製
作
支
援

と
上
映
成
功
の
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

被
爆
六
〇
周
年
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４
５

〜
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜＜この映画の問い合わせ先＞

◇関西プロデュースセンター
〒607-8354 京都市山科区西野小柳町69-1
TEL：075-581-0066 FAX：075-581-5312
e-mail : tetsu999@skyblue.ocn.ne.jp

石
川
医
師
の
会
が
共
催
で
市
民
公
開
講
演
会

原
爆
パ
ネ
ル
展
示
や
、
各
反
核

医
師
の
会
、
団
体
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
紹
介
、
九
条
の
会
賛
同

者
名
簿
の
掲
示
や
、
記
念
講
演

講
師
で
当
日
お
招
き
し
た
広
島

の
被
爆
者
で
も
あ
り
被
爆
医
療

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
肥
田
舜

太
郎
医
師
も
登
場
す
る
映
画

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆

の
も
た
ら
す
も
の
」
の
ビ
デ
オ

上
映
も
行
わ
れ
た
。

肥
田
舜
太
郎
医
師
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
（
東
京
）

各
地
の
反
核
医
師
の
会
よ
り
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。



（３） 2005年3月31日 反核医師の会

二
月
十
九
日
、
東
京
都
内
に

お
い
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

に
日
本
の
市
民
の
声
を
　
被
爆

六
十
年
を
転
換
の
年
に
！
　
N

P
T
市
民
集
会
」が
開
か
れ
た
。

主
催
は
実
行
委
員
会
（
よ
び
か

け
団
体：

核
兵
器
廃
絶
市
民
連

絡
会
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す

ヒ
ロ
シ
マ
の
会
（
H
A
N
W

A
）、
核
兵
器
廃
絶
ナ
ガ
サ
キ

市
民
会
議
）。

今
年
五
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
か
れ
る
核
兵
器
不
拡
散
条

約
（
N
P
T
）
再
検
討
会
議
に

向
け
て
、
日
本
の
市
民
運
動
を

強
め
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
。

約
三
百
人
が
集
ま
り
、
広
島
、

長
崎
の
両
市
長
や
非
政
府
組
織

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
は
二
月
二
十
八
日
、
超
党
派

の
国
会
議
員
で
つ
く
る
核
軍

縮
・
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
議

員
に
対
し
、
五
月
の
N
P
T
再

検
討
会
議
に
つ
い
て
の
要
望
書

を
提
出
し
た

核
軍
縮
・
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
日

本
（
P
N
N
D
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
議

員
各
位

二
〇
〇
五
年
・
核
兵
器
不
拡
散

条
約
（
N
P
T
）
再
検
討
会
議

に
つ
い
て
の
要
望
書

二
〇
〇
五
年
二
月
二
十
八
日

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
代
表
世
話
人
　
児
島
　
　
徹

代
表
世
話
人
　
松
井
　
和
夫

日
々
、
世
界
と
日
本
の
核
軍
縮
を

前
進
さ
せ
る
た
め
に
、ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

今
年
は
被
爆
六
十
年
で
す
。
ま
た

五
月
に
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約

（
N
P
T
）
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

前
回
二
〇
〇
〇
年
の
N
P
T
再
検

討
会
議
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
世
界
的
な
世
論
の
高
ま
り
の
中
、

核
兵
器
保
有
五
カ
国
政
府
に
よ
る
核

兵
器
廃
絶
の
「
明
確
な
約
束
」
を
含

む
最
終
文
書
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
核
兵
器
廃
絶
へ
の
前
進
で
し

た
が
、
以
来
五
年
、
核
兵
器
廃
絶
の

問
題
は
な
ん
ら
具
体
化
せ
ず
、
あ
ら

た
に
小
型
核
兵
器
の
開
発
な
ど
核
兵

器
使
用
の
危
機
は
逆
に
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

い
ま
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
流

れ
は
、
国
内
外
で
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
九
月
に
は
新
ア
ジ
ェ

ン
ダ
連
合
七
カ
国
の
外
相
が
共
同
署

名
の
論
文
を
発
表
し
、「
核
軍
備
撤
廃
」

を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
平

和
市
長
会
議
（
会
長
・
秋
葉
忠
利
広

島
市
長
）
も
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核

兵
器
廃
絶
の
提
唱
と
「
緊
急
行
動
」

を
よ
び
か
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

一
〇
〇
万
人
大
行
動
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
全
国
の
七
一

七
市
と
東
京
二
十
三
区
が
加
盟
す
る

全
国
市
長
会
（
会
長
・
山
出
保
金
沢

市
長
）
が
、
五
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
を
前
に
「
核
兵
器
の
な
い
世
界

が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
る
」
と
の
決
議
文
を
採
択
し

ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
一
九
八
七
年
以
来
、

国
際
法
に
も
違
反
す
る
非
人
道
的
兵

器
で
あ
る
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
て

様
々
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
私
た
ち
は
住
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
医
師
、
歯
科
医
師
、

医
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
核
戦
争

に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
立
場
か
ら
今
年
の
N
P
T
再
検

討
会
議
が
核
兵
器
廃
絶
に
む
け
た
明

確
な
前
進
が
で
き
る
よ
う
運
動
を
す

す
め
る
決
意
で
す
。

被
爆
六
十
年
、
広
島
・
長
崎
の
惨

劇
を
、
こ
の
地
球
上
の
い
か
な
る
地

域
で
も
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
N
P
T
再
検

討
会
議
が
、
前
回
の
会
議
で
合
意
さ

れ
た
核
兵
器
廃
絶
の
「
明
確
な
約
束
」

を
実
現
に
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な

道
筋
を
決
め
、
核
兵
器
廃
絶
の
交
渉

が
開
始
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
立
場
か
ら
、
貴
職
が
以
下
の

点
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。

一
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政

府
に
対
し
、
上
記
実
現
の
た
め
に
、

最
大
限
の
外
交
努
力
を
払
う
よ
う

働
き
か
け
て
下
さ
い
。

一
、
国
と
し
て
、
世
界
平
和
市
長
会

議
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
活
動
に
財
政

支
援
な
ど
の
援
助
や
再
検
討
会
議

で
の
活
動
に
最
大
限
の
便
宜
を
図

る
よ
う
努
力
し
て
下
さ
い
。

以
上

核廃絶求め
ＮＰＴ市民集会が
開催
広島市、長崎市の両市長も参加

核
戦
争
を
防
止
す
る
宮
城
医

師
歯
科
医
師
の
会
第
十
六
回
定

期
総
会
が
十
二
月
十
八
日
、
フ

ォ
レ
ス
ト
仙
台
で
開
催
さ
れ
、

被
爆
六
十
周
年
を
迎
え
る
新
年

度
の
活
動
方
針
な
ど
を
決
め

た
。昨

年
度
の
活
動
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
未
臨
界
核
実
験
の
へ
の

抗
議
、
被
爆
者
の
会
の
原
爆
症

認
定
を
求
め
る
訴
訟
支
援
、
講

演
会
「
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
橋
田

信
介
を
通
し
て
み
る
イ
ラ
ク
」

（
講
師：

橋
田
幸
子
氏
）
の
開

催
な
ど
、
反
核
、
平
和
の
取
組

状
況
が
報
告
さ
れ
、
会
員
、
市

民
と
協
力
、
共
同
の
運
動
が
進

展
し
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。

新
年
度
計
画
で
は
、
被
爆
六

〇
周
年
を
迎
え
、
医
師
、
医
学

者
と
し
て
、被
爆
者
と
の
連
帯
、

交
流
を
強
め
、
核
兵
器
廃
絶
運

動
を
推
進
す
る
、
憲
法
九
条
を

守
る
取
組
み
を
「
九
条
の
会
」、

市
民
と
連
帯
し
て
す
す
め
る
事

を
確
認
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
改
選
が
行
な

わ
れ
八
名
の
新
役
員
を
選
出
。

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
が
提

案
さ
れ
、
〇
五
年
五
月
に
開
催

さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

む
け
て
、
国
際
的
な
反
核
平
和

の
世
論
を
一
層
拡
大
す
る
こ

と
、
非
核
三
原
則
の
厳
守
、
法

制
化
を
め
ざ
す
国
民
運
動
が
、

日
本
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界

の
非
核
化
に
つ
な
が
る
事
を
確

認
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

総
会
記
念
講
演
で
は
、「
ア

メ
リ
カ
の
市
民
運
動
と
イ
ラ
ク

戦
争
」
と
題
し
、
朝
日
新
聞

「
論
座
」
編
集
委
員
の
伊
藤
千

尋
氏
が
講
演
。

伊
藤
氏
は
、
全
米
一
五
〇
都

市
で
の
反
戦
デ
モ
、
地
方
都
市

で
の
反
戦
決
議
、
マ
イ
ケ
ル
・

ム
ー
ア
監
督
に
よ
る
映
画
「
華

氏
９
１
１
」
へ
の
反
響
、
半
数

の
支
持
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た

大
統
領
選
挙
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

市
民
の
反
戦
運
動
を
紹
介
、
多

く
の
市
民
は
決
し
て
イ
ラ
ク
戦

争
を
支
持
し
て
い
な
い
と
語
っ

た
。ま

た
、
反
核
、
平
和
の
た
め

に
私
達
一
人
一
人
が
声
を
あ
げ

る
事
が
、
憲
法
九
条
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。

る
。学

習
講
演
会
の
要
旨
は
以
下

の
通
り
。

１．
「
平
和
市
長
会
議
」
は
、

一
九
八
二
年
の
国
連
軍
縮
総
会

に
あ
た
っ
て
、
広
島
の
荒
木
市

長
、
長
崎
の
本
島
市
長
が
提
起

し
て
、
世
界
諸
国
の
市
が
連
帯

し
て
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
会

議
で
あ
る
。

２．

市
長
会
議
の
目
標
は
、

Ⅰ
　
二
〇
〇
五
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
で
次
の
決
定
が
さ
れ

る
こ
と

①
す
べ
て
の
核
兵
器
の
実
戦

配
備
を
即
時
解
除
す
る
こ
と
　
　

②
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
核
兵

器
廃
絶
を
実
現
す
る
た
め
に
、

二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
で
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』

を
締
結
す
る
交
渉
を
開
始
す
る

Ⅱ
　
二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
で
、
世
界
各
国
が

『
核
兵
器
禁
止
条
約
』
を
発
効

さ
せ
、
核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組

むⅢ
　
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
核
兵

器
の
脅
威
か
ら
完
全
に
解
き
放

た
れ
た
平
和
な
世
界
を
実
現
す

る
こ
と
、
で
あ
る
。

③
二
〇
〇
五
年
５
月
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
平
和
市
長
会

議
か
ら
一
〇
〇
人
の
市
長
を
結

集
し
て
集
会
を
開
き
、
国
連
に

働
き
か
け
る
。

④
平
和
市
長
会
議
の
参
加
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇

〇
四
年
九
月
末
現
在
、
一
〇
九

か
国
、
六
四
〇
都
市
が
参
加
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
二
〇
〇
五

年
五
月
ま
で
に
一
〇
〇
〇
都
市

に
し
た
い
。
現
在
、
ド
イ
ツ
一

四
二
、
ア
メ
リ
カ
五
四
、
フ
ラ

ン
ス
六
〇
、
イ
ン
ド
一
三
な
ど

が
多
く
、
国
は
核
兵
器
を
保
有

し
て
い
て
も
、
都
市
間
で
は
そ

の
廃
絶
を
主
張
し
て
い
る
。

⑤
日
本
国
内
で
は
、
平
和
市

長
会
議
に
広
島
市
と
長
崎
市
の

み
が
加
盟
し
、
日
本
国
内
で
の

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
し
た
市
町

村
は
全
国
で
二
五
八
四
に
の
ぼ

り
、
そ
の
内
三
二
四
市
町
村
が

「
非
核
自
治
体
協
議
会
」
を
作

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
非

核
自
治
体
協
議
会
加
盟
の
市
町

村
に
平
和
市
長
会
議
緊
急
行
動

へ
の
参
加
を
訴
え
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

被
爆
六
十
周
年
を
迎
え
反
核
・
平
和
の

取
り
組
み
を
強
め
よ
う

宮
城
反
核
医
師
の
会
　
第
十
六
回
総
会
を
開
催

「
平
和
市
長
会
議
」
の
意
義
を
訴
え
る

滋
賀
医
師
の
会
で
講
演
会

二
〇
〇
四
年
十
一
月
十
三

日
、
大
津
駅
前
の
滋
賀
弁
護
士

会
館
ホ
ー
ル
で
核
戦
争
防
止
滋

賀
県
医
師
の
会
第
二
〇
回
総
会

を
開
催
し
た
。
総
会
に
先
立
ち

記
念
講
演
と
し
て
、
広
島
市
の

財
団
法
人
広
島
文
化
セ
ン
タ
ー

平
和
市
長
会
議
担
当
課
長
の
坂

田
裕
夫
氏
を
招
き
、『
平
和
市

長
会
議
』
の
学
習
講
演
会
を
開

催
。
こ
の
講
演
会
は
、
核
戦
争

防
止
滋
賀
県
医
師
の
会
も
参
加

す
る
「
滋
賀
県
反
核
平
和
連
絡

会
準
）」
と
し
て
案
内
し
、
当

日
は
四
十
五
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
傍
聴
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
市
民
行
動

に
、
医
師
の
会
か
ら
運
営
委
員

一
人
の
参
加
を
予
定
し
て
い

「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
運
動

と
イ
ラ
ク
戦
争
」

伊
藤
千
尋
氏
（
前
朝
日
新

聞
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
局
長
）
が

記
念
講
演

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
者
、
政
党
代

表
、
市
民
な
ど
が
参
加
し
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
運
動
の
報

告
と
交
流
を
お
こ
な
っ
た
。

秋
葉
忠
利
・
広
島
市
長
は
、

平
和
市
長
会
議
が
「
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
核
廃
絶
」
を
め
ざ
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ

体
制
の
危
機
的
状
況
を
指
摘
。

「
崩
壊
す
れ
ば
核
兵
器
廃
絶
の

声
を
核
保
有
国
に
届
け
る
唯
一

の
法
的
な
枠
組
み
が
消
え
て
し

ま
う
」
と
述
べ
、
再
検
討
会
議

に
向
け
た
市
民
の
結
集
を
よ
び

か
け
た
。
伊
藤
一
長
・
長
崎
市

長
は
、
核
兵
器
の
使
用
・
威
嚇

が
国
際
法
違
反
だ
と
国
際
法
廷

で
勧
告
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た

こ
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
N
P
T

再
検
討
会
議
で
「
核
廃
絶
の
明

確
な
約
束
」
を
さ
せ
て
き
た
こ

と
な
ど
は
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の

成
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
。

被
爆
体
験
の
継
承
が
難
し
い
現

状
を
説
明
し
「
再
検
討
会
議
に

向
け
市
民
運
動
と
連
携
を
深
め

た
い
」
と
訴
え
た
。

国
会
議
員
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
政
府
に
指
導
的

役
割
を
求
め
る

意
見
が
相
次
い

だ
ほ
か
、
婦
人

国
際
平
和
自
由

連
盟（
本
部
・

ス
イ
ス
）の
ス

ー
ジ
ー
・
ス
ナ

イ
ダ
ー
事
務
局

長
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ

に
従
わ
な
い
国

に
対
し
経
済
制

裁
を
す
る
よ

う
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

各
国
政
府
に
働

き
掛
け
る
の
も

一
つ
の
方
法
」

と
強
調
し
た
。



2005年3月31日 反核医師の会ニュース 第29号　（４）

１．名称等

会の名称は「核戦争に反対する医師の会」（略称は、「反核医師の会」）とする。
英文標記は“Physicians  Against  Nuclear War”（英文略称“PANW”）とする。
事務局は、全国保険医団体連合会内に置く

２．本会の理念

すべての人の健康を守るという医師・歯科医師の社会的責務および良心か
ら、健康にとって最悪の敵である核戦争に反対し、核兵器廃絶の実現をめ
ざして医師・医学者の声を結集する。さらに、被爆者医療に関ってきた日
本の医師として、再び被爆者を生み出さないよう人々に広く訴えていく。
核戦争の背景となる通常戦争、小火器や平和問題等にも取り組む。

３．当面の活動課題

会の理念達成のために以下の事業をおこなう

・全国の「反核医師の会」等の相互連携、活動や情報の交換センター
・全国大会の定期的開催
・IPPNW運動への協力と、世界大会・北アジア大会への参加
・被爆者運動への協力
・内外の反核NGOとの交流
・広報活動
その他

４．会員（会の構成）

本会の理念に賛同する下記の団体・個人で構成する
①各都道府県の「反核医師の会」などの団体
②個人会員（医師・歯科医師、医学者）
③協力団体会員（「つどい」に賛同する全国組織など）
④賛助会員（②以外の個人や医学生、医療機関、その他団体）

５．役員および事務局

本会の任務遂行のため、以下の役員および事務局を置く
①代表世話人
本会を代表し、会務を総括する
常任世話人の中から２～３名を互選し、任期は２年とする
②常任世話人
全国世話人会での承認を要し、任期は２年とする
構成は以下の通り
・各ブロックの世話人から各１～３名（当面のブロック分け、世話人の
選出は実情に応じて対応する）
・団体会員の加入団体からの推薦者若干名
・世話人の中で、会の活動を積極的に担える者、若干名
③世話人
各都道府県の「反核医師の会」からの推薦された者（各団体１～３名）
上記団体のない府県は、全国世話人会で承認された者
団体会員からの推薦者（各団体３名以内）
④顧問
必要に応じ、顧問を置くことができる
顧問は、常任世話人会に出席し、意見を述べることができる
全国世話人会での承認を要する。任期は特に定めない。

⑤事務局
専任の事務局長を置くことができる
団体会員（保団連・民医連）にも引き続き事務局員の支援を依頼する
各県（ブロック）の事務局員などの継続的な支援も歓迎する

６．会議の位置付け

①常任世話人会：
目的：執行部的性格を有し、本会の活動方針を適宜決定する
開催：原則的として隔月に開催する

②全国世話人会
目的：全国各地の意見を本会の活動に反映させる（総会的位置付け）
開催：年１回（原則として「つどい」と併催）
代表世話人または常任世話人会は、必要に応じ臨時に召集することが
できる
協力団体の構成員等はオブザーバーとして全国世話人会に参加できる
内容：会の活動報告や方針を提案し、意見を求める。

７．本会事業の任務分担

構成：常任世話人を責任者とし、世話人および各都道府県会員等で構成。
常任世話人は、「ニュース発行・ホームページ作成」「被爆者・被爆
者医療集団訴訟支援」「国際部（IPPNWを中心とした国際活動）」「特
別プロジェクト」などの任務のいずれかを分担する。
代表世話人は必要に応じて各課題に係る。

８．財政

当会の運営は会費、寄付、その他で運営する。会費は団体会費、個人会費、
協力団体会費、賛助会費とする。
会計は事務局が担当し、適宜常任世話人会に報告する
決算は全国世話人会で公表、報告し、意見を求める（年１回）

９．申し合わせ事項の変更

本申し合わせ事項の追加や変更などは、常任世話人会で検討し承認された上
で、全国世話人会出席者の過半数の賛同を要する

付　　則

１）この申し合わせ事項は、「第15回反核医師のつどい（2004年10月9～10日：
札幌）」の各県代表者会議での確認のもと、2004年10月10日より実施する。

２）全国大会名に関しては、「核戦争に反対し核兵器廃絶を求める医師・医学者
のつどい」を正式名称とする。略称は「反核医師のつどい」。

３）第５．役員の第２項にある「ブロック」については、以下のように定める。
①北海道ブロック（北海道）
②東北ブロック（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島）
③関東ブロック（栃木、茨城、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨）
④北陸信越ブロック（新潟、富山、石川、福井、長野）
⑤東海ブロック（岐阜、静岡、愛知、三重）
⑥近畿ブロック（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
⑦中国ブロック（鳥取、島根、岡山、広島、山口）
⑧四国ブロック（徳島、香川、愛媛、高知）
⑨九州沖縄ブロック（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖
縄）

【別表】

「反核医師の会」会費について

2004年10月10日
『反核医師につどい』各県代表者会議

「『反核医師の会』申し合わせ事項」第８．財政の規定にもとづく会費につい
ては、当面の間、以下のようにあつかう。

今まで寄付金と協力団体からの援助金だけで運営をしてきた経過を考え、会
費制への移行は当分の間、柔軟に対応する。また「反核医師のつどい」開催時
や必要な場合は、寄付金の要請も積極的におこない、「反核医師の会」の活動促

進のために財政基盤を確立していく。

１．会費は年会費とし、各会員の会費額は次の通りとする。
１）団体会員（各県の反核医師の会） 一口 10,000円
２）個人会員（医師・歯科医師、医学者） 10,000円
３）協力団体会員（全国団体） 一口 50,000円
４）賛助会員（ 2）以外の個人、医学生、団体など） 一口 10,000円

２．「反核医師の会」の会計期間は毎年、１月１日から12月31日とする。
04年度は現行通り、寄付金により運営し、寄付金を広く呼びかけるが、そ

のこととあわせて次年度より会費制移行へのお願いをおこなっていく。

「反核医師の会」申し合わせ事項


